
（仮称）牧之原市立図書交流館の工事進捗について 

 

【工事進捗状況】 

・工事全体に対し現在の進捗 20～30％ 

・窓の設置（完了） 

・事務所及び学習室の小屋の作成 

・配線工事、塗装作業 

・１月末完成予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の様子】 
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（仮称）牧之原市立図書交流館の愛称選定について 

 

【選定スケジュール】 

・10/15（木）～11/15（日） 募集期間 

・11/17（火） 一次選考   教育委員会事務局（５名） 

        すべての応募作品から７作品を選出 

・11/18（水） 二次選考   図書館協議会委員  

        選出された７作品から３作品を選出 

・11/20（金） 最終選考   市長、副市長、教育長、教育文化部長 

        選出された３作品から１作品（最優秀賞）を決定 

 

 

【応募数】 

応募総数 811件 （うち、市内応募数 280件） 

 

 

＜一次選考を通過した７作品＞  別紙 

◎選考基準 

（１）覚えやすく親しみがあるもの 

（２）自作の未発表作品であるもの（二次選考の７作品については確認済み） 

（３）他施設や商標などと混同されないもの 

 

 

【二次選考手順】 

１ ７作品から１人３作品を選択 

２ 選択された作品について１人持ち点２点で投票（２作品） 

３ 合計得点上位３作品を最終選考に選出（順位をつける） 

（２終了時点で、３作品に満たない場合は残りの作品で投票） 

 

 

【今後の愛称の活用等】 

・広報まきのはら 12月号図書館ページにて掲載 

・その他、HP、SNS等でも市民に広く周知（令和２年 12月中） 

・館内サイン等に活用予定 
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図書交流館セルフ貸出機等導入検討について 

 

【事業内容】 

・図の①にセルフ貸出機を設置 

・図の②に貸出確認ゲートを設置 

・図書交流館の資料に ICチップを貼付 

・地方創生臨時交付金を活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的・メリット】 

・セルフ貸出機で利用者自身が貸出手続きを行うことで窓口での接触機会を減

らし感染症リスクを軽減する。 

・窓口業務の負荷が減ることにより、職員が資料の調査や登録等の専門業務に

専念する時間が増える。 

・メインエントランスのゲートで貸出されているかチェックをするため、不正

持ち出しの減少が期待できる。 

・貸出されていない資料を、民間テナントエリアのカフェ等で読んでも管理す

ることができる。 

・蔵書点検時、資料１点ずつではなく電波でまとめて行うことで作業時間を短

縮する。 

 

 

【スケジュール（案）】 

令和３年１月 導入事業契約 

２月～３月 IC貼付済新館用図書納品 

４月 運用開始 
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教育文化施設と地区別人口密度図 
 

 

元 JA坂口支店 

久翁寺 

牧之原第６町内会公民館 

牧之原小学校 

牧之原中央町内会集会所 

坂部第２農業センタ
切山下農業研修センター 

坂部小学校 

細江小学校 

元 JA坂口支店 

神明神社 

細江コミュニティセン
勝間田小学校 

川崎小学校 

東慶林公園 

ピ ア

川崎小学校 

相壽園 

菅山小学校 

大寄地区公民館 

萩間小学校 
うたしあ 

中西集会所 

さがら子生まれ温泉会館 

たきび塾 

相良いきいきセンター 

相良小学校 

はるかぜ 
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移動図書館運行（案） 

笠名公民館 

地頭方小学校 

トーク地頭

遠度公民館 

榛原図書館 

図書交流館 



９月

【図書館運営】

開館

休館（移転準備・ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑ導入作業） オープニングイベント

開館

【広報まきのはら】　※１月３月は見開き拡大版

休館・愛称・協議会委員 ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑ・カード事前登録

図書寄贈のお願い 運営サポーター募集

雑誌スポンサー募集 開館のお知らせ・ＢＭ運行表

【開館準備サポーター】

①資料クリーニング

②資料装備補助作業

③オープニングイベントサポート（企画から参加）

【図書館運営サポーター】

図書館サポーター　参加希望人数

①　図書交流館、榛原・移動図書館　各館数人 （開館前にボランティア研修会実施）

②　図書交流館、榛原・移動図書館　各館若干名 ≪開館時からサポートが欲しいこと≫ ≪市民協働運営への将来展望≫

③　図書交流館　数人～10人程度（イベント内容により） ④読み聞かせボランティア（赤ちゃん・幼児向け） 資料修理ボランティア

④　図書交流館　10人程度（１回2～3人程度） ⑤資料整理サポーター（配架・書架整理・館内案内） 障害者サポート（点訳等）

榛原図書館　数人（ここりねが使用できれば） ⑥環境美化ボランティア（飾付・簡易清掃等） 国際サービスサポート（翻訳等）

⑤　図書交流館　10人程度（午前、午後、夜と分け、参加できる時間で） 地域資料収集サポート

⑥　図書交流館　数人（制作物だけでなく、お花等でもよい） 講座・イベントボランティア

広報活動ボランティア

読み聞かせボランティア（大人向け）

９月

７月 ８月 10月

７月 ８月 10月 11月 12月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月10月 11月 12月

10月 11月 12月

令和３年度

令和３年度

11月 12月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

運営サポーターと別に、広く募集する 

主は図書館側で決める 

他テナントとのすり合わせ 
 

個人で活動したい人、グループで活動

したい人、両方いる 
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https://www.city.
makinohara.shizuoka.jp/
site/library/

図書の寄贈
図書館へ行こうよ［特別編］ Library Information

［郷土資料］
  牧之原市の文化や歴史などを知ることができる本
［お茶関連の本］
  農業、産業、絵本など、お茶に関するさまざまなジャンルの本
［マンガ］
  シリーズで完結しており、暴力や性表現などが露骨でないもの
［絵本］
  装丁が強く、汚れや破れがないもの
［実用書など］
  内容が新しい物（出版から５年以内を目安）

×  政治・宗教の布教および特定の企業の営業などを目的とした資料
×  汚損、破損、書き込みがあるもの
×  百科事典・参考書・問題集・雑誌・新聞など
×  内容が古く利用が見込めないもの

▶電話、メールまたは FAXで社会教育課に連絡してください。
▶寄贈いただいた図書の取り扱いは、図書館に一任していただきます。図書館資料として登録できない
　場合、　リサイクル資料とさせていただくことがあります。
▶寄贈いただいた資料について、返却や問い合わせには応じられませんのでご了承ください。

１．特に寄贈していただきたい図書

２．図書館での受け入れが困難な本

３．申し込みについて

４．申し込み・問い合わせ 詳細は市ホームページ
（図書館）へ牧之原市 教育委員会 社会教育課（相良庁舎３階）

〒421-0592　牧之原市相良275番地
☎532646　FAX532657
 　kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp

市立図書館では、皆さまからの図書の寄贈を受け付けています。
いただいた図書は、寄贈資料受入基準に基づき、図書館資料として活用します。
図書寄贈資料受入基準は市ホームページに掲載しています。

問い合わせ　社会教育課　森川崇之　☎532646
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